
令和7年度　町単独　宅地造成関連　

公共下水道管渠埋設工事（ 1 工 区）

数 量 計 算 書

箕輪町



1．管きょ工 ( 1 / 2 )

1-1 管 路 土 工 集計表

＝

アスファルト舗装版切断工 t=10cm以下

BH0.28m3 ＝

アスファルト舗装版取壊工 t=10cm以下

＝

管路掘削工 BH0.28m3

タンパ含む ＝

管路埋戻工 BH0.28m3

RC40～0 ＝

砕石入替工

RC40～0 ＝

下層路盤工 t=25cm

粒調砕石　M-25 ＝

上層路盤工 t=10cm

再生密粒度　As20F ＝

表層工 t=5cm

土砂 ＝

残土運搬工

As ＝

アス塊運搬工 BH0.28m3　

＝ ｍ3

アスファルト塊処分費

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ2

7.02

59.85

0.35

15.60

7.02

167.58

107.73

9.87

0.35 0.4

7.02

7.02

7.0

0.35

60.0

0.4

10.0

7.0

7.0

168.0

108.0

①宅地造成 ②町道As

φ150　DP=1.44 φ150　DP=2.04

7.02

9.87

7.02

7.02

7.02

15.80

0.35

44.05

151.78 15.80

107.73

20.0

7.0

形 状 寸 法

数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

ｍ

ｍ

コ ー ド単位 数 量

15.60

L=99.20m

1．管きょ工　 

名 称 計 算 式

L=7.80m



1．管きょ工 ( 2 / 2 )

形 状 寸 法

数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

コ ー ド単位 数 量

1．管きょ工　 

名 称 計 算 式

1-2 管 布 設 工

VU（RR） / =

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 φ150

=

マ ン ホ ー ル 下 流 継 手 φ150

+ 1 =

マ ン ホ ー ル 上 流 継 手 φ150

=

埋 設 表 示 シ ー ト W=400

=

埋 設 表 示 テ ー プ W=30

=

硬質塩化ビニル管布設工 φ150

1-3 管 基 礎 工

＋ =

砂基礎工 洗浄砂

1-4 管 路 土 留 工

=

建込簡易土留工 H=2.0m

=

建込簡易土留工 H=2.0m

7.8
ｍ

7.8

ｍ
99.2

7.8

99.299.2

32.87
ｍ3

32.930.47 2.40

5

107.00

107.00

107.00

個

ｍ

ｍ

ｍ

6

107.00

107.00

107.00

6

107.0

107.0

107.0

6

4.00 26.75 27

6

本

個

(既設管)

107.00

6



1-1．土工 ( 1 / 2 )

宅地造成　φ150

①　土工 DP=1.44m

= m

× × =

管路掘削工

（ × - 2 × / ） × =

砂基礎工 洗浄砂

タンパ含む （ × ） - × =

管路埋戻工 BH0.28m3

土砂 - =

残土運搬工

ｍ3

ｍ3

ｍ3

数 量 コ ー ド

1-1．管きょ工　 数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

名 称 形 状 寸 法 計 算 式 単位

L 99.20

0.90 1.70 99.20

30.47

151.78151.78
ｍ3

0.90 0.365

0.90 1.34 107.73 107.73

151.78 107.73 44.05 44.05

(16.6+35.5+28.8+13.6+4.0+0.7=99.2)

0.165 π 4 99.20 30.47

99.200.12



1-1．土工 ( 2 / 2 )

数 量 コ ー ド

1-1．管きょ工　 数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

名 称 形 状 寸 法 計 算 式 単位

町道　As　φ150

②　土工 DP=2.04m

= m

× =

アスファルト舗装版切断工 t=10cm以下

BH0.28m3 × =

アスファルト舗装版取壊工 t=10cm以下

× × =

管路掘削工 BH0.28m3

（ × - 2 × / ） × =

砂基礎工 洗浄砂

RC40～0 （ × ） - × =

砕石入替工

RC40～0 × =

下層路盤工 t=25cm

粒調砕石　M-25 × =

上層路盤工 t=10cm

再生密粒度　As20F × =

表層工 t=5cm

土砂 =

残土運搬工

As × =

アス塊運搬工 BH0.28m3　

=

アスファルト塊処分費

7.80 2

L 7.80

7.02

0.90 0.365
ｍ3

ｍ3

0.90 7.80

0.90 2.25 7.80 15.80

9.879.870.90 1.54
ｍ3

15.80

7.027.020.90 7.80

7.027.020.90 7.80

15.80 15.8015.80

7.027.020.90 7.80

ｍ3

0.35

0.350.357.02 0.05
ｍ3

ｍ3
0.350.35

15.60

ｍ2
7.02

0.165 π 4 7.80 2.40

ｍ2

ｍ2

2.40

ｍ
15.60

ｍ2

0.12 7.80



① 既設MH+7.77 1.88

宅地造成 No.6 0.73 1.86 1.87 0.90 1.37
1.74 1.80 0.90 7.20

No.5 4.00 1.71

No.4 13.60 1.70 1.71 0.90 23.26
1.72 1.71 0.90 49.25

No.3 28.80 1.53

1.87 1.70 0.90 60.35
No.2 35.50 1.67

No.1 16.60 1.67 1.67 0.90 27.72

計 99.23 169.15
平均掘削深 1.70

② 既設MH 2.33

町道As 既設MH+7.77 7.77 2.27 2.30 0.90 17.87

計 7.77 17.87
平均掘削深 2.30

加重掘削深計算
掘削幅
(m)

測点
延長
(m)

掘削深
(m)

平均掘削深
(m)



 建て込み簡易土留め工 
（ Ｌ= 2.00 m ） ( 軽量型 )

１） 設 計 条 件 　４．管布設工（D4）（ 管  種：塩ビ管 ）　（歩掛P93）

１．管　　径 150 ㎜ ２．管　種 塩ビ管 ３．施工延長 99.23 m     （D4）= 30.00 × 0.012 人/m/日 = 0.36 日 ④

４．掘削方法 BH-0.28 ５．掘削幅 0.90 m ６．掘削深 1.70 m 　５．引抜き埋戻し工（D5） （ 機 械 転 圧 部 分 ）（歩掛P18）

７．土　質 （粘性土・レキ混じり土） ８．締切延長 30.00 m     埋戻し土量= 30.00 m ×（1.70 m － 1.365 m）× 0.90 m = 9.05 m
3

９．トラッククレーン規格 4.9 ｔ吊り 　　（D5）= 9.05 m3 ÷ 36.00 m3/日 = 0.25 日 ⑤

日数算出根拠  30.00m当り

２）施工時間  日　　数       　　　　　   5                  10              日

 工　　種 数

　１．掘削時間の算定（D1）=( L×W×H ) ÷ Q　(歩掛P15) 0.92

0.92

    （D1）=（ 1.70 － 1.00）m × 0.90 m × 30.00 m ÷ 59.00 m3/日 = 0.32 日 ① 0.79 1.05

0.26

0.92 1.28

　２．建込み簡易土留建込み時間の算定（D2）　（歩掛P38） 0.36

0.92 1.17

    （D2）=（ 0.20 ÷  10.00 m ）× 30.00 m = 0.6 日 ② 0.25

掘削工合計日数          ①＋②      = 0.92 日 0.62

　３． 基　礎　工（D3）　（歩掛Ⅰ-11-①-17） 損  料  日  数  計 = 99.23 m÷ 30.00 m× 1.28日= 4.23日×1.3= 5.5

≒ 5 日

    基礎土量 = ( 0.90 m × 0.365 m － 0.021 ㎡）× 30.00 m = 9.23 m
3

水  替  日  数  計 = 99.23 m÷ 30.00 m×    日= 日

    （D3）= 9.23 m3 / 36.0 m3/日 = 0.26 日 ③ 全   体   日    数 = 99.23 m÷ 30.00 m× 　 日 

工　　　　程　　　　表

掘削及び建込み工

水   替   え   工

─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─

基　　礎　　工

管　布　設　工

引抜き及び埋戻し工



 建て込み簡易土留め工 
（ Ｌ= 2.50 m ） ( 軽量型 )

１） 設 計 条 件 　４．管布設工（D4）（ 管  種：塩ビ管 ）　（歩掛P93）

１．管　　径 150 ㎜ ２．管　種 塩ビ管 ３．施工延長 7.77 m     （D4）= 7.77 × 0.012 人/m/日 = 0.09 日 ④

４．掘削方法 BH-0.28 ５．掘削幅 0.90 m ６．掘削深 2.30 m 　５．引抜き埋戻し工（D5） （ 機 械 転 圧 部 分 ）（歩掛P18）

７．土　質 （粘性土・レキ混じり土） ８．締切延長 7.77 m     埋戻し土量= 7.77 m ×（2.30 m － 1.365 m）× 0.90 m = 6.54 m
3

９．トラッククレーン規格 4.9 ｔ吊り 　　（D5）= 6.54 m3 ÷ 36.00 m3/日 = 0.18 日 ⑤

日数算出根拠  7.77m当り

２）施工時間  日　　数       　　　　　   5                  10              日

 工　　種 数

　１．掘削時間の算定（D1）=( L×W×H ) ÷ Q　(歩掛P15) 0.33

0.33

    （D1）=（ 2.30 － 1.00）m × 0.90 m × 7.77 m ÷ 59.00 m3/日 = 0.15 日 ① 0.30 0.37

0.07

0.33 0.42

　２．建込み簡易土留建込み時間の算定（D2）　（歩掛P38） 0.09

0.33 0.51

    （D2）=（ 0.23 ÷  10.00 m ）× 7.77 m = 0.18 日 ② 0.18

掘削工合計日数          ①＋②      = 0.33 日 0.16

　３． 基　礎　工（D3）　（歩掛Ⅰ-11-①-17） 損  料  日  数  計 = 7.77 m÷ 7.77 m× 0.50日= 0.50日×1.3= 0.65

≒ 0.65 日

    基礎土量 = ( 0.90 m × 0.365 m － 0.021 ㎡）× 7.77 m = 2.39 m
3

水  替  日  数  計 = 7.77 m÷ 7.77 m×    日= 日

    （D3）= 2.39 m3 / 36.0 m3/日 = 0.07 日 ③ 全   体   日    数 = 7.77 m÷ 7.77 m× 　  日 

工　　　　程　　　　表

─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─

基　　礎　　工

引抜き及び埋戻し工

水   替   え   工

管　布　設　工

掘削及び建込み工



　１，建込簡易土留工損料算定表　

(A), 2.00 m 2.50 m 3.00 m 3.50 m 4.00 m 4.50 m 5.00 m 5.50 m 6.00 m

(B), 1.70 m 2.30 m m m m m m m m

(C), 99.23 m 7.77 m m m m m m m m

(D), 30.00 m 7.77 m m m m m m m m

120.0 ㎡ 38.9 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 158.9 ㎡

(F),

5 日 0.65 日 日 日 日 日 日 日 日 5.65 日

(G),(E)×(F) 600 ㎡日 25.25 ㎡日 ㎡日 ㎡日 ㎡日 ㎡日 ㎡日 ㎡日 ㎡日 625.25 ㎡日

　２，運　搬　工　算　定　表　

2.0 m 2.5 m 3.0 m 3.5 m 4.0 m 4.5 m 5.0 m 5.5 m 6.0 m

12.0 ｔ 14.6 ｔ ｔ ｔ t ｔ ｔ ｔ ｔ 43.5 ｔ

3.31 ｾｯﾄ 0.26 ｾｯﾄ ｾｯﾄ ｾｯﾄ ｾｯﾄ ｾｯﾄ ｾｯﾄ ｾｯﾄ ｾｯﾄ

12 ｔ車 台

39.7 t 3.8 t ｔ ｔ t ｔ ｔ ｔ ｔ 2ｔ割り増し 台

矢板長(m)

最大掘削深(m)

締切延長(m)

１回締切延長(m)

対象面積（㎡）

損料日数（日）

損料（㎡日）

運搬する矢板長

合　　　　計

別紙工程表参照

(E),(A)×(D)×2

建込簡易土留工

積込積下重量（運搬総重量）

セット枚数

1セット(30m)当たり重量

使用運搬車両

運搬重量

各矢板毎の重量



2．マンホール工 ( 1 / 2 )

2-1 組 立 マ ン ホ ー ル 工

T-25 =

マ ン ホ ー ル 用 鋳 鉄 蓋 φ600

=

調整金具 H=25mmまで

=

調整金具 H=45mmまで

=

調整リング H=100

=

斜壁 H=600

=

斜壁 H=450

=

躯体ブロック H=1500

=

底版 H=130

=

組立１号マンホール設置工

=

組 立 マ ン ホ ー ル 削 孔 代 １号

2 2
組

2

3 3
個

3

2．マンホール工　 数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

名 称 形 状 寸 法 計 算 式 単位 数 量 コ ー ド

3 3
個

3

1 1
組

1

1 1
個

1

2 2

3

個
2

個
3

3

3

3
箇所

3

6 6
箇所

6

33
個

3



2．マンホール工 ( 2 / 2 )

2．マンホール工　 数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

名 称 形 状 寸 法 計 算 式 単位 数 量 コ ー ド

塩ビ製

2-2 小 口 径 マ ン ホ ー ル 工 φ150

Ｔ-25 =

　　保護蓋 沈下防止板

塩ビ製 =

　　内蓋 φ300

=

　　立管 H=1500

=

　　立管 H=1800

=

　　本管用自在継手 φ150

150-300 =

　　インバート 起点　KT

150-300 =

　　インバート ストレート　ST

150-300 =

　　インバート 曲り　45L

自由流入型用支管 =

　　支管取付 300-100

=

　　小口径マンホール設置工 塩ビ製

3

個
3

3 3

3

個
3

個
33

本
111

本
222

11

1

個
1

1

1

個 1

個
1

個
3

1

3

3
箇所

3 3

3 3



箕輪町 ［管種記号］ PRP:リブ付硬質塩ビ管 HP：ヒューム管 SHP：推進ヒューム管 VU：塩ビ管 CP：厚陶管 SVP：推進塩ビ管 No.  1

調

人孔番号 地盤高 整

高

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　 VU 100 742.070 0.793 1
新設No.2 743.43 2.153 VU 150 741.277 VU 150 741.480 0.203 1 1 13 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　 VU 100 740.280 0.080 1
新設No.3 742.20 2.000 VU 150 740.200 VU 150 740.390 0.190 1 1 10 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1

　

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　

新設No.5 741.98 2.022 VU 150 739.958 VU 150 739.988 0.030 1 1 32 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 ヶ所 150 3 ヶ所 100 0 A 0
0 ヶ所 200 0 ヶ所 150 0 B 0

小　　　計 0 ヶ所 250 0 ヶ所 200 0 C 0 0 3 2 1 0 3 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3 3
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 ヶ所 150 3 ヶ所 100 0 A 0
0 ヶ所 200 0 ヶ所 150 0 B 0

合　　　計 0 ヶ所 250 0 ヶ所 200 0 C 0 0 3 2 1 0 3 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3 3

蓋 調　　整　　部　　品 マ　　　ン　　　ホ　　　ー　　　ル　　　ブ　　　ロ　　　ッ　　　ク

人孔深

流  出  管 流  入  管 副　管　工
蓋種類 金

１号組立マンホール材料明細書

1.200～3.000m
3.001～4.000m
4.001～5.000m

4.001～5.000m

1.200～3.000m
3.001～4.000m

ご180 210 240 工60 90 120 150150 180 210 24060 90 120中 30 45 60床T-14 T-25 25 45 30管径 落差 削孔 ﾀｲﾌﾟ

部 し壁

管種 管径 管底高 管種 管径 管底高 落差 削孔

体躯

は

具 リ ン

底

グ 斜 壁 直

5 10 15



　　小口径マンホール（塩ビ製）材料集計表　（本管φ150）　　

本管用 異径 内　蓋
人孔番号 人孔深 落　差 起点 ｽﾄﾚｰﾄ 曲り 曲り 曲り 曲り 合流 自由 自在 ｷｬｯﾌﾟ ｿｹｯﾄ 塩ビ製

KT ＳＴ 15L 30L 45L 60L 60Y MH 継手 200×150 300-100 300-200 0.6 0.9 1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 T-8 T-14 T-25
(ｍ) (ｍ) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (本) (本) (本) (本) (本) (本) (本) (本) (個) (個) (個) (個)

No1 1.95 1 1 1 1 1 1

No4 1.98 1 1 1 1 1 1

No6 2.14 1 1 1 1 1

小　計 1 1 1 3 2 2 1 3 3

合　計 1 1 1 3 2 2 1 3 3
※立管＝人孔深－（0.42＋0.15）

インバート（150-300） 自由流入型用支管 立　　　管 保護蓋
沈下防止板



3．取付管・ます工 ( 1 / 2 )

3-1 管 路 土 工 集計表

＝

管路掘削工 BH0.28m3

タンパ含む ＝

　　管路埋戻工 BH0.28m3

土砂 ＝

残土運搬工

3．取付管・ます工　 数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

名 称 形 状 寸 法 計 算 式

45.55

単位

取付管　宅地造成

φ100　DP=1.05

数 量 コ ー ド

ｍ
L=51.80m

ｍ3
46.045.55

ｍ3
39.038.90 38.90

ｍ3
7.06.656.65



3．取付管・ます工 ( 2 / 2 )

3．取付管・ます工　 数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

名 称 形 状 寸 法 計 算 式 単位 数 量 コ ー ド

3-2 ま す 設 置 工

φ200 =

塩 ビ 製 公 共 桝 流出φ100

塩ビ製 =

密 閉 蓋 φ200

標準型(T-25) =

鋳 鉄 製 防 護 蓋 φ200

標準型(T-8) =

鋳 鉄 製 防 護 蓋 φ200

φ200 =

ま す 設 置 工

3-3 取 付 管 布 設 工

VU（RR） / =

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 φ100

=

埋 設 表 示 シ ー ト W=400

=

埋 設 表 示 テ ー プ W=30

=

取 付 管 布 設 工 φ100

3-4 管 基 礎 工

=

砂基礎工

22 2

13

51.8

51.8

51.8

6.1

組

11 11
組

11

11 11
組

11

11
箇所

11

9

11

9
組

9

51.8 13.0
本

4.00

51.8

51.8

51.8

6.11

51.8

51.8

51.8

6.11

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ3



3-1．土工 ( 1 / 1 )

未舗装　φ100

取付管　土工 DP=1.05m

= m

(( ＋ ) × / 2) × =

管路掘削工 BH0.28m3

(( ＋ ) × / 2 - 2 × π / 4 ) × =

　　砂基礎工 洗浄砂

タンパ含む (( ＋ ) × / 2) × =

　　管路埋戻工 BH0.28m3

土砂 - =

残土運搬工

ｍ3

ｍ3
45.55 38.90 6.65

0.502 0.314 6.11

1.074 0.502 38.90

ｍ3

1.074 0.314 45.55
ｍ3

L 51.80

数 量

51.80 6.11

コ ー ド

3-1．土工　 数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

名 称 形 状 寸 法 計 算 式 単位

(2.4+2.5+6.3+6.3+6.3+2.7+5.7+5.7+5.7+2.5+5.7=51.8)

0.95 51.80 38.90

6.65

1.267 51.80 45.55

0.314 0.114



4．副管設置工 ( 1 / 1 )

4-1 副 管 設 置 工

/ = ≒ 本

プレーンエンド直管 φ100

=

分岐付副管用マンホール継手 φ150×φ100

=

接着受口カラ― φ100

=

90°曲管 φ100×90°

H=0.50m =

副管設置工 φ150×φ100

4．副管設置工 数　　　　量　　　　計　　　　算　　　　書

名 称 形 状 寸 法 計 算 式 単位 数 量 コ ー ド

0.50 4.0 0.1 1
本

1

1 1
個

1

1 1
個

1

1 1
個

1

1 1
箇所

1


